
 

 

 

 

 

2023年度 東海大学  
【 講 評 】 

問題構成・レベルともに前年度および今年度 1日目とほぼ同じであった。難問は少ないが比較的問題量が多

いため、効率よく処理していく必要がある。 

１は「永遠の若さを求める探求」に関する長文読解問題。医系長文であったが、医学部を目指す受験生であ

れば戸惑うレベルではなかっただろう。設問は全体的に解きやすいが、問 8は主旨を問う問題で、不正解の選

択肢も本文の内容と一致はしているので注意が必要。２は文法の選択問題。標準的なレベルで全問正解も十分

狙える。３は語彙の選択問題。見慣れない語句が多いが文意からその意味は想像できる。４は会話問題。１つ

めは登場人物が多いので、誰の発言を問われているか見間違えないように気をつけたい。５の文整序は内容の

展開に加えて、指示語やディスコースマーカーを手がかりにするとよい。レベルは易しめ。６はグラフを用い

た文章問題。易しい問題なのですばやく処理して和訳・英訳の時間を確保したい。最も差がつきやすいのは７

と８の和訳・英訳問題であろう。和訳ではメインの文構造に加え、イディオム・構文の訳を正確に出さないと

大きな減点となる。構造の面では、(1)は関係代名詞節、(2)は分詞構文の処理がポイントだった。語彙に関して

は「大腸」の large intestine,「診断」の diagnosisといった医系単語が問われたが、このレベルなら医学部受

験生には常識であろう。英訳はある程度ハイレベルな能動語彙(日本語→英語)が求められている。能動語彙は、

なんとなく単語帳を見ていても身につかないので、普段から英訳を意識した語彙力の強化訓練が必要であろ

う。(1)では「さておき」で「…は別にして」の apart from、(2)では「真似ごと」で「…ごっこをする」の

playが使えると書きやすかったと思われる。 

 

【 解 答 ・ 解 説 】 

１ 

問１ウ 問２ウ 問３ア 問４イ 問５イ 問６ウ 問７ア 問８エ 問９エ 問 10ア  

問 11 1. F  2. T  3. F  4. F 

 

問１ 「第 1段落によると、次のどの記述が正しいか」 

  ウ. 老化を治療可能な病状とみなす科学者も現れ始めた。 

 ・第 1段落最終文で、「老化は人生の避けられない部分ではなく、治療あるいは治癒できる病気のようなもの

だとみなす科学者によって、その（永遠の命を求める）探求は続けられている」と述べられている。 

問 2 「第 2段落からどのようなことが推論できるか」 

  ウ. ベニクラゲは若返ることができる。 

 ・第 2段落３文で、「ベニクラゲのような海洋生物は、発生の初期段階に何度でも戻れることで知られてい

る」と述べられている。 

問 3 「第３段落によると、細胞の退行性変化に関して次のどの記述が正しいか」 

  ア. それは骨のもろさ、筋肉の減少、物忘れなどを引き起こす。 

解答速報 英語 



 

 

 ・第３段 1文で、「骨のもろさ、筋肉の減少、物忘れなど老化と呼ぶものは、細胞が分化と再生をやめたとき

に生じる」と述べられている。 

 ・degenerationは「退化」の意味。 

問 4 「第 3段落の[  1  ]に最もよく当てはまるのは次のうちどれか」 

  イ. 同様に 

・空所の直前の文は、日光に肌を露出させる機会が多いと肌細胞の老化が起きやすいという内容。空所に続く

文は、座ったままでいることが多い人は慢性的な病気になったり、筋肉が減少したりしやすくなると述べら

れているため、空所以降は前文と「同様の」老化しやすい行動例を示したことがわかる。 

問 5 「第 3段落で、sedentaryな人はおそらくイ. あまり動き回らない人のことである」 

 ・sedentaryは「座りがちの」の意味。「sedentaryな人は身体的に活発な人より慢性的な病気になったり、

筋肉が減少したりしやすくなる」という記述からその意味を推測することも可能である。 

問 6 「第 4段落によると、senolyticsはウ. 体が健康な細胞を保持しながら、老化した細胞を取り除くように

させる」 

 ・第 4段落４文で、senolytics の説明として「免疫系に働きかけ、老化した細胞のみを狙って排除させる

薬」とある。 

問 7 「第４段落によると、Both of theseは、ア. mTORと senolyticsを指している」 

 ・下線部を含む文は「これら２つが実験動物の老化のペースを抑えてきた」と言う意味。この文の前に、

mTOR と senolyticsという老化を抑える２つの薬についての説明がある。 

問 8 「第 5段落の主旨は、エ. 長寿と高い出生率が合わされば、人口爆発につながるかもしれないということ

である」 

 ・第 5段落最終文で、「しかし、もしこの（高齢化と子どもの増加の）傾向が広まれば、すでに維持できなく

なっているとも考えられる世界の人口がさらに増える可能性がある」と述べられている。 

 ・ア「日本やシンガポールのような先進国の平均年齢は上昇している」、イ「世界の人口は多くなりすぎて維

持できないと言う人もいる」、ウ「以前より、定年退職後に長く生きるようになっている」はいずれも本文の

内容と一致するが、主旨とは言えないので不可。 

問 9 「老化をくい止めることに関する筆者の結論を最も適切に要約した記述はどれか」 

  イ. 実現可能かどうかわからないが、多くの人がそれを魅力的な目標だと考えている。 

 ・最終段落最終文で、「それでもやはり、多くの人が永遠に若い肉体の中に、年を重ねた賢明な知能が宿ると

いう期待に抗いがたい魅力を感じ、永遠の命を求める探求は今日まで続いているのだ」とあり、これが「老

化をくい止める」というテーマにおける筆者の結論である。 

問 10 「本文のタイトルで最もふさわしいのはどれか」 

  ア. 私たちは永遠に生きることができるのか 

 ・人が古来から現代まで永遠の命を求めているという主旨の文章である。 

問 11 「本文の内容に応じて、記述が正しければＴ、誤りであればＦをマークせよ」 

 １．「ポンセ・デ・レオンはもともと北米出身であった」 

 ・第１段落３文で、「スペインの探検家ポンセ・デ・レオンは 16世紀にアメリカのフロリダに渡った」と述

べられている。したがって、Ｆとなる。 

 ２．「現在の人間の長寿記録は 20世紀に打ち立てられた」 

 ・第２段落最終文に、122歳の長寿記録を打ち立てたジャンヌ・カルマンの生没年が 1875-1997と記載され

ているため 20世紀の記録だとわかる。したがって、Ｔとなる。 



 

 

 ３．「mTOR inhibitorは、最初はアルツハイマー病のような症状を治療するために開発された」 

 ・第 4段落３文で、「もともと糖尿病を治療するために開発された」と述べられている。したがって、Ｆとな

る。 

 ４．「シンガポール政府は、国民に出産を減らすように促している」 

 ・第 5段３文で、「シンガポール政府は国民に子どもを増やすよう促すことで…」と述べられている。したが

って、Fとなる。 

２ 

１．イ. felt pressured to eat 

 「お腹空いてないけど、モーリーがわざわざクッキーを焼いてくれたから食べないといけないというプレッ

シャーを感じた」 

・feel pressured to do「…するプレッシャー（圧力）を感じる」 

２．ウ. what 

 「結婚して子供が 2人できて、デービッドの目標は独身時代とはまったく違うものになった」 

・what S was(were)「かつての S」を用いた表現。本問では、結婚した過去の時点よりもさらに過去を表すた

めに過去完了形になっている。 

３. エ. with which to eat 

 「来週から、会社の食堂で昼食を食べる道具を持参しなければならない」 

・with which we (can) eatを〈前置詞＋which＋to do〉で書き換えた形。Withは〈道具・手段〉を表す。 

４. エ. is growing 

 「外国で勉強したり働いたりすることを望む人の数が増えている」 

・the number of Aは「Aの数」の意味で、主語にした場合単数扱いなので述語動詞は isである。 

・growはここでは「増える」の意味の自動詞なので進行形が正しい。 

５. エ. had she fallen 

 「彼女が眠りにつくやいなやリビングルームの電話が鳴り始めた」 

・Hardly had S done…when SV~「…するやいなや～」を用いた構文。否定語 hardlyが文頭にあるため、助

動詞 hadが倒置されている。 

６. ウ. That 

 「テクノロジー業界がコンピュータチップを埋め込む新しい方法を開発しているのは、当然のように知られ

ていることだ」 

・空所に接続詞 thatを入れると、That the tech…chipsが名詞節の主語になって文構造が成立する。 

・givenは「既知のもの、既定の事実」の意味の名詞。 

７. ア. submitted 

 「ピカリング教授は期末レポートを締め切りまでに提出して欲しいと考えている。そうすれば学期中に返却

できるからだ」 

・wantを用いた第 5文型。Oに当たる the final と Cに当たる submit「Oを提出する」の主述関係は受動に

なるので、Cは過去分詞 submitted となる。 

８. ウ. or 

 「どんなテレビシリーズの大団円、つまり劇的な出来事の結末の成功は、最終局面で主人公の目標が達成さ

れたかどうかで決まる」 



 

 

・denouement「大団円」に対して、「つまり」の意味の orで the outcome of…「…の結末」と言い換えてい

る。 

９. ウ. see 

 「卒業論文を書き始める前に、ケイ教授に会うよう彼女に勧めた」 

・〈命令・提案・主張・要求〉などを表す動詞の目的語である that節中では、動詞が〈(should＋)原形〉とな

る。 

10. エ. electricity 

 「政府のキャンペーンのおかげで、国民は、特に夏と冬には電力を節約する必要があるという意識をより強

く持つようになった」 

・electricity「電気、電力」 

・save on A「Aを節約する」 

 

３ 

１. ウ. endless 

 「トマソーとボブは、顧客からの絶え間なく続くクレームへの対応ですっかり疲弊していた」 

・incessant「絶え間ない」 

２. ア. got angry 

 「ジャスパーは自身の最新の小説に対する批評家によるレビューを読んで激怒した」 

・fly into a temper「激怒する」 

３. ウ. accumulate 

 「この研究プロジェクトを成功させるためには、私の理論を裏付けるのに十分なデータを集める必要があ

る」 

・amass「蓄積する、集める」 

４. イ. impossible to understand 

 「私たちは基調演説を楽しみにしていたのだが、結局のところまったく理解できなかった」 

・unintelligible「理解のできない」 

５. ア. pest 

 「害虫の問題があるため、今年の収穫は減少しそうだ」 

・vermin「害獣、害虫」 

６. エ. disclosed the secret  

 「上司は、私を含め全員に誰が秘密を洩らしたのか尋ねている」 

・let the cat out of the bag「秘密を漏らす」の意味で用いられる慣用表現。 

７. イ. curriculum vitae 

 「あなたの履歴書は受け取ったすべてのものの中で際立っています。なので、次は面接に進んでいただきた

い」 

・resume「要約、履歴書」 

８. ウ. under the control of 

「市民はあらゆる抗議を禁止する政府のなすがままになっていた。」 

・at the mercy of A「Ａのなすがままになって」 

９. ア. tired of  



 

 

 「ホワイト教授に、授業中の彼女の学生との絡み方にあなたがうんざりしていると伝えるなんて、得策だと

は思えない」 

・fed up with A「Aにうんざりして」 

10. エ. possibly 

 「ノーム・チョムスキーは、おそらく 1980年代のアメリカで最も影響力のある言語学者だった」 

・arguably「おそらく」 

 

４ 

1. イ 2. イ 3. イ 4. ウ 5. ウ 6. エ 7. イ 8. ウ 9. ア 10. ア 

 

1. 「囲碁を初めて教わったとき、ダンはどのように思ったか」 

 イ. 彼はそれを理解するのに苦労した。 

・ダンの 3番目の発言で、「最初はすごく退屈だと思い、理解できなかった」とある。 

2. 「ダンが少年にmopped the floor with meと言ったとき、おそらくイ. 少年が大差で対局に勝ったという意

味で言ったのだろう」 

・mop the floor with Aは「Ａに完勝する」と言う意味の慣用表現。その意味は、下線部を含む発言に続けて、

「でも、懸命に練習して今は…」と言っていることから推測できる。 

3. 「ダンは現在の自分の囲碁の実力をどのように評価しているか」 

イ. 中級 

・ダンの 4番目の発言に、「今や中級レベルの棋士に引けをとることはない」とある。 

4. 「ゾフィアによると、椎茸について正しいのはどれか」 

 ウ. 椎茸はオークとカエデの木で最もよく育つ。 

・ゾフィアの 3番目の発言に、「椎茸はオークやカエデの丸太で育てるの。そうすると香りの違いがわかるわ」

とある。 

5. 「インタビューを受けた人のうち、だれがカメラクルーの同行を認めたか」 

 ウ. ゾフィア 

・タローの「一緒に行ってもいいですか」という発言に対して、ゾフィアは最後の発言で「もちろん(=Why 

not?)」と同意している。 

6. 「プリストンがゼビン教授と話をしに行った主な理由は、エ. 課された宿題の詳細を確認するためだった」 

・ゼビン教授の「何のご用ですか」という最初の問いに対して、プリストンは、「先生が出された課題を見てい

るのですが、よくわからないところがあるんです」と答えている。 

7. 「対話によると、課題に関して正しいのはどれか。」 

 イ. それを完成させる方法の１つは、２つの歌曲で用いられているコードを比較することである。 

・ゼビン教授が課題の説明をした 4番目の発言に対して、プリストンは「わかりました。それぞれの歌曲

(=aria)で用いられるコードの種類を比較できそうです」と答えている。 

8. 「対話によると、新しい学生用ポータルに関して正しくないものはどれか」 

 ウ. それは大学のオンライン書店の最新のリンクとつながる。 

・ゼビン教授の 7番目の発言に、「新しい学生用ポータルをクリックしましたか…残念ながら、そのポータルの

書店へのリンクは更新の必要がありますね」とある。 



 

 

9. 「プリストンが have a lot on my plateと言ったとき、おそらくア. とても忙しいという意味で言ったのだろ

う」 

・have a lot on one’s plateは「やるべきことがたくさんある」という意味で用いられている慣用表現。その意

味は、下線部の発言の直前で「この授業は挑戦のつもりで取ったんです。課題や小テストやプロジェクトが

あって…」と言っていることから推測できる。 

10. 「上級音楽学のコースに関して正しい記述はどれか」 

 ア. 最終プロジェクト以外の課題も最終的な成績に関わる。 

・プリストンが最後の発言で、「最終プロジェクトで最終的な成績が決まると聞いたのですが」とあり、それに

対してゼビン教授は「いいえ、小テストが 20％、課題がさらに 20％です」と答えている。 

 

５ 

問 1 ウ 

・正しい順序は次の通り。４「1945年、小学校も出ずに独学でエンジニアとなったパーシー・スペンサーは、

レーダー技術の改良方法に取り組んでいた」１「マグネトロンというレーダーの構成成分のテストをしてい

ると、そのエネルギーがポケットの中にあったキャンディーバーを溶かしたことに突然気づいた」３「さら

にテストを重ねると、マグネトロンの電波がすばやく卵をフライにし、とうもろこしの実をはじけさせる

が、金属の箱の中でなら安全に使用できることがわかった」２「その後、スペンサーの偶然の発見である電

子レンジは、世界中の数億の家庭で一般的な特徴となった」 

問２ イ 

・正しい順序は次の通り。１「大ダイオミード島と小ダイオミード島は、アジアと北米を隔てる狭い海路、ベ

ーリング海峡にある島である」４「2つの島の距離はたった 3.8キロメートルで、冬に海峡が凍り付けば歩い

ていけるほどの近さである」２「しかし、大ダイオミード島は小ダイオミード島よりも 21時間先行してい

る。2つの島の間に、国際日付変更線があるからだ」３「この理由のために、2つの島はそれぞれ『明日

島』、『昨日島』として知られるようになった」 

問３ ウ 

・正しい順序は次の通り。３「16世紀と 17世紀の間、イタリアとスペインでチョピンと呼ばれる女性用の靴

が流行していた」１「高級な革や生地で覆われ、ダイアモンドで装飾されることもあったが、チョピンの最

も顕著な特徴はその高さであった」４「50センチメートルを超えるものもあり、そのせいで履いた人は周り

を見下ろすことになり、さらには非常にゆっくり、時には召使の助けを借りながら歩かなければならなかっ

た」２「この驚くような高さとゆっくりとした歩きぶりのために、それを履いてる女性と、さらにはその女

性の家族の富と社会的地位にまで注目が集まるようになった」 

問 4 ウ 

・正しい順序は次の通り。１「教育心理学者ラスーロ・ポルガーは、とびぬけた知能は生来の才能よりも訓練

次第であると考えた」２「どんな子供でも天才に変えられると主張し、人間教育において画期的な実験を通

じてその証明に取り掛かった」４「彼は被験者である彼自身の 3人の娘にチェスのやり方を教えた。公式な

チェスのランキングシステムは客観的な技能の計測になったからだ」３「成長すると、3人全員が世界レベル

のチェスプレーヤーになり、人は生まれながらに優れていて、天才になるための指導はできないという考え

を揺るがした」 

 

６ 



 

 

(1) ウ Hunt  

・空所を含む文は「これらの製品は（１）以外は 2018年の売り上げが最も低い」という意味。棒グラフから、

Huntだけ 2018年の売り上げが最も高いことがわかる。 

(2) イ three to one  

・空所を含む文は「2020年、Blasterカードは（２）の差で Crunch-iより売り上げが上回っている」と言う意

味。それぞれの 2020年の売り上げは 63,000と 21,000なので 3対 1である。 

(3) ウ six  

・棒グラフから、Growlerの売り上げは 2018年の 5,000から 2019年の 30,000で、6倍になっていることがわ

かる。 

(4) エ  jumped 

・棒グラフから、RK Bangの売り上げは 2020年に急激に増加したことがわかる。ここでの jumpは「急増す

る」の意味。 

 

７ 

(1)「体内の細胞の半数以上が人の細胞ではなく、細菌やその他の微生物で構成されて、それらは身体中に存在

するが、主に大腸に集中している」 

・human onesは human cellsの意味。 

・theyは over half the cellsを指す。 

・that are…は bacteria and other microorganismsを先行詞とする関係詞節。訳例では、自然な日本語になる

よう訳し下ろしている。 

・large intestine「大腸」 

(2)「それゆえ、このような生物の特徴を診断や治療に組み込むことでさらなる医療の進歩が可能になり、それ

が健康寿命を伸ばすことに寄与する」 

・incorporate A to B「Aを Bに組み込む」 

・diagnosis「診断」 

・contributing to…は〈結果〉を表す分詞構文。 

 

８ 

(1) Apart from philosophical considerations, it has become clearer that many kinds of animals besides 

human beings can laugh. 

・apart from A 「Aは別にして」 

・besides A 「Aの他に、加えて」 

 

(2) While playing fighting, these animals will make some sounds to signal that they mean no harm. 

・play「（子どもが）…ごっこをする」e.g. play house「おままごとをする」 

・signal that SV…「…と合図を送る」 

・mean no harm「悪気はない、危害を加えるつもりはない」 
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